
　

お
礼
づ
と
め
、
役
員
の
引
継
ぎ
を
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
し
た
。
参
加
人
数
26
名
。

・
４
月
の
例
会
は
休
会

・
女
子
青
年
は
未
定

・
ハ
ー
ブ
の
会
は
休
会

＊
４
／
19　

第
104
回　

婦
人
会
総
会　

開
催

◆
青
年
会
・
献
血
担
当
…        

（
○担 

杉
本
真
俊
委
員
）

・
献
血
呼
び
か
け
４
月
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。

　

献
血
で
き
る
方
は
、
各
自
予
約
し
て
ご
協
力
を
お

　

願
い
い
た
し
ま
す
。　

◆
少
年
会
…
…
…
…
…        

（
○担 

担小
田
木
智
嗣
委
員
）

・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
静
岡

　

詳
細
未
定
な
が
ら
今
年
の
夏
休
み
に
わ
か
ぎ
（
中

　

学
生
）
を
対
象
に
お
ぢ
ば
で
３
泊
４
日
（
予
定
）　

　

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

◆
時
報
手
配
り
…
…
…           

（
○担 

澤
田
常
和
委
員
）

・
４
月
は
毎
回
手
配
り
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
対
策
に
気
を
つ
け
な
が
ら
の
ひ
の
き
し
ん
宜

　

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

◆
学
生
担
当
…
…
…
…　

       　
（
○担 

森
田
直
晃
委
員
）

　

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
、
教
区
と
し
て
5
名
の

　

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
定
例
委
員
会
・
例
会

◆
運
営
委
員
会
・
・
・
西
大
濱
分

　

と
き　

５
月
２
日
（
月
）　

９
時
30
分

◆
青
年
会
献
血
・
・
・
ミ
ュ
ー
ズ

　

と
き　

４
月
　
日
（　

）　

10
時　

休　

会

　　
◇
4
月  

定 

例 

支 

部 

活 

動

◇
各
組
活
動

【
１
組
】
…
…　

組
長　

鈴
木　

豊
司
（
濱　

東
）

　

〈
配
本
・
集
金
〉　

４
月
29
日
（
金
）　

ひ
の
き
し
ん
後　

　

〈
合
同
会
議
〉　

５
月
６
日
（
金
）　

19
時
00
分　

濱　

東

　

〈
ひ
の
き
し
ん
〉　

５
月
８
日
（
日
）　

６
時
00
分　

浜
松
城
公
園

　

＊
４
／
29　

１
組
で
は
浜
松
城
公
園
に
て
ゴ
ミ
拾
い
の
ひ
の

　

き
し
ん
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
午
前
9
時
濱
東
集
合
・

　

参
拝
後
、
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
雨
天
中
止
）

【
２
組
】
…
…　

組
長　

渡
邊
英
一
郎
（
濱　

松
）

　

〈
配
本
・
集
金
〉　

４
月
29
日
（
金
）　

10
時
00
分　

濱　

松

【
３
組
】
…
…　

組
長　

長
田　

虎
夫
（
濱　

都
）

　

〈
会
長
会
議
〉　

４
月
27
日
（
水
）　

10
時
00
分　

濱　

都　

　

〈
班
長
会
議
〉　　

月　

日
（　

）　

15
時
00
分　

休　

会　

　

〈
ひ
の
き
し
ん
〉　　

月　

日
（
日
） 　

時　

分　

未　

定

【
４
組
】
…
…　

組
長　

谷
口　

和
幸　

（
四
日
市
浜
）

　

〈
合
同
会
議
〉　

５
月
９
日
（
月
） 

９
時
30
分　

四
日
市
浜

【
５
組
】
…
…　

組
長　

古
山　

慶
仁　

（
濱　

宿
）　

　

〈
配
本
・
集
金
〉　

４
月
28
日
（
木
） 

９
時
30
分　

濱　

宿

【
６
組
】
…
…　

組
長　

宮
本　

善
成
（
長　

上
）

　

〈
合
同
会
議
〉　

５
月　

日
（　

）　

時　

分　
　

休　

会

【
7
組
】
…
…　

組
長　

太
田　

貴
之
（
濵　

名
）

　

〈
配
本
・
集
金
〉　

５
月
９
日
（
火
）　

10
時
00
分　

篠　

原

　

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
の
た
め
当
面
の
間

　

支
部
例
会
は
休
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。
再
開
の
際
は
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。
支
部
情
報
ネ
ッ
ト
の
ご
活
用
を
お

　

願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
５
月　

支
部
例
会

◆
合
唱
団
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ー
練
習
日

　

と
き　

4
月
6
日
・
20
日

　

会
場　

鴨
江
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
（206

号
）

◆
あ
ら
み
ち
会
…
（
○担　
　
　
　

委
員
）

　

日　

時　

22
日
（　

）　

休
会

　

再
開
の
際
は
紙
面
に
て
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

（
２
面
に
続
く
）

２０２２年

 ４月号

№４５２

よのもと会

西遠支部

 

け
ふ
ま
で
も
な
に
よ
の
事
も
月
日
や
と

 

ゆ
う
て
あ
れ
ど
も
ま
だ
わ
か
ら
ん
で　
　
　

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

第
八
号―

17

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
こ
の
度
、

前
支
部
長
金
原
泰
彦
先
生
よ
り
引

継
ぎ
、
こ
の
西
遠
支
部
長
を
つ

と
め
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
。
西
遠
支
部
一
組
に
あ
り
ま
す

天
理
教
西
大
濵
分
教
会
長
杉
本
和

弘
と
申
し
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

西
遠
支
部
は
政
令
都
市
浜
松
市

を
中
心
と
し
た
。
現
在
の
中
区
、

東
区
、
西
区
（
湖
西
市
を
含
む
）、

南
区
、
北
区
な
ど
広
範
囲
に
お
け

る
地
域
で
あ
り
、
人
口
が
約
80
万

人
の
中
、
教
会
数
62
カ
所
よ
う
ぼ

く
数
約
２
千
名
が
親
神
様
、
教
祖

の
御
守
護
の
ま
に
ま
に
、
日
々
生

活
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
居
ま
す
。

　

昭
和
13
年
、
84
年
前
の
「
管
内
教
會

支
會
別
名
称
録
」
の
冊
子
の
中
で
西
遠

支
會
と
し
て
63
カ
所
の
（
現
北
遠
支
部

を
含
む
）
分
教
会
、
支
教
會
、
宣
教
所

が
乗
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
役
割
に
、

理
事
１
名
、
幹
事
５
名
、
参
事
８
名
、

婦
人
部
主
任
１
名
、
補
佐
３
名
、
婦
人

部
部
員
14
名
に
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
時
代
と
と
も
に
変
化
は
あ
り
ま
す

が
、
現
在
令
和
で
は
支
部
長
、
地
方
委

員
、
組
長
、
さ
ら
に
各
部
署
に
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
支
部
組
織
は
い
つ
か

ら
は
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
昭
和
13
年
に
は
「
西
遠
支

會
」
と
し
て
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
後
第
二
次
世
界
大
戦
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
一
時
活
動
が
止
ま
っ
た
と
時
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
私
の
想

像
で
す
が
支
部
組
織
と
し
て
活
動
が

再
開
さ
れ
た
の
は
、
二
代
真
柱
様
の

復
元
の
発
布
が
さ
れ
教
内
全
体
が
復

元
へ
の
機
運
が
高
っ
て
い
っ
た
時
だ

と
思
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

時
代
は
流
れ
令
和
４
年
、
世
界
の

情
報
が
瞬
時
に
わ
か
る
時
代
、
生
活

様
式
に
つ
い
て
も
素
晴
ら
し
い
進
歩

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
時
代

に
生
ま
れ
歩
ん
で
い
る
私
た
ち
が
西

遠
支
部
の
組
織
の
一
員
と
し
て
も
ま

た
、
一
人
の
信
仰
者
と
し
て
も
地
域

に
密
着
し
て
陽
気
ぐ
ら
し
を
目
指
す

お
道
を
、
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
こ
の
二
年
前

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
く

一
人
一
人
の
行
動
も
、
仕
事
に
つ
い

て
も
、
教
会
の
行
事
も
さ
ら
に
御
本

部
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
関
し
て
も

延
期
中
止
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
現
在

に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
今
は
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
再
開
し
て
い
る

本
部
行
事
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
は
い
ず
れ
終
息
に
向
か
う
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
飛
行
機
に
例
え
る

な
ら
ば
一
端
着
陸
し
た
機
体
を
も
う

一
度
滑
走
路
に
誘
導
し
て
離
陸
す
る

に
は
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
し
て
四
年
後
、
立
教

189
年
に
は
教
祖
百
四
十
年
祭
が
控
え

諭
達
が
来
年
の
春
季
大
祭
時
に
発
布

さ
れ
る
の
で
は
と
の
情
報
を
耳
に
し

ま
す
。
諭
達
が
発
布
さ
れ
れ
ば
諭
達

に
伴
い
本
部
、直
属
、教
区
な
ど
様
々

な
活
動
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
行
事
が
打
ち
出
さ
れ
れ
ば
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
通
し
て
の
参
加
を
促

さ
れ
行
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ま
ず

今
は
、
こ
の
春
、
４
月
29
日
控
え
て

い
ま
す
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
い
デ
ー

90
周
年
に
向
け
て
ひ
の
き
し
ん
に
各

教
会
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
支

部
内
の
皆
様
に
は
何
か
と
御
用
多
い

支
部
長
就
任
ご
挨
拶

西
遠
支
部
長

杉

本

和

弘



　

新
し
い
体
制
で
の
３
年
間
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
３
年
と
い
い
ま
す
と
、
や

は
り
教
祖
140
年
祭
こ
れ
が
大
き
な
目
標
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
来
年
か
ら
で
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
そ
の
準
備
期
間
と
し
て
良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　

教
区
と
し
て
、
支
部
と
し
て
地
域
活
動
と

し
て
教
祖
の
年
祭
活
動
に
ど
の
よ
う
に
寄
与

し
て
い
く
か
、
そ
の
意
義
に
応
え
ら
れ
る
働

き
を
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
や
よ
う
ぼ
く
の
皆
さ

ん
方
、
地
域
の
難
儀
さ
れ
る
方
々
に
届
け
て

い
く
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

昔
の
よ
う
に
全
教
区
一
律
こ
う
い
う
活
動

と
い
う
の
は
今
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

地
域
の
人
々
の
た
め
に
お
道
の
地
域
活
動
が

必
要
な
ん
だ
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
必
要

な
時
に
必
要
な
こ
と
を
縦
も
横
も
し
て
い
け

る
よ
う
理
解
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

＊
お
た
す
け
の
た
め
の
「
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
」

・
図
書
修
理　

４
／
27　

東
左
４
棟
４
階

１８
番
教
室　

　

よ
う
ぼ
く
20
名　

〆
切
４
／
15　

　

申
込
み
の
際
コ
ー
ス
を
選
択　

1500

円

・
緑
化
ひ
の
き
し
ん

　

～
植
木
の
剪
定
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
～　

５
／
27　

　

対
象　

よ
う
ぼ
く　

35
名　

参
加　

1,000

円

　

〆
切
５
／
15

◆
会
計
部
…
…
…
…
…
…        

（
○担 

鈴
木
通
信
委
員
）

　

令
和
４
年
５
月
～
令
和
５
年
３
月
ま
で
少
ひ
隊
助

　

成
金
300
円
（
各
教
会
）
を
集
金
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

各
組
長
さ
ん
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
布
教
部
…
…
…
…
…
…        

（
○担 

長
田
虎
夫
委
員
）

・
３
月
に
は
多
少
鎮
静
化
が
伺
え
た
コ
ロ
ナ
感
染
で
す

　

が
４
月
に
入
り
第
７
波
の
予
兆
が
危
惧
さ
れ
ま
す

　

の
で
あ
ら
み
ち
会
は
今
し
ば
ら
く
お
休
み
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。
再
開
は
ふ
れ
あ
い
の
中
で
連
絡

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
教
務
部 

…
…
…
…
…
…      

（
○担 

吉
岡
弘
和
委
員
）

・
年
度
が
改
ま
り
ま
し
た
。
決
算
書
の
作
成
を
お
願
い

　

し
ま
す
。　

提
出
は
６
／
20
ま
で　

◇
本
部
・
教
区
事
項

◆
ひ
の
き
し
ん
部
…
…
…
…    

（
○担 

木
船
嘉
弘
委
員
）

・
４
／
29　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
親
の
思
い

　

に
添
わ
せ
て
頂
い
て
実
働
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

　

ょ
う
。
組
ご
と
、
教
会
で
自
宅
の
近
回
り
で
今
で

　

き
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
凧
揚
げ
会
場
は
５
／
６
の
一
日
の
み
で
す
。
実
働

　

さ
れ
た
方
は
参
加
カ
ー
ド
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

　

す
。
参
加
さ
れ
ま
す
方
は
車
の
見
え
る
と
こ
ろ
に

　

黄
色
い
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

　

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
災
救
隊
…
…
…
…
…
…     

（
○担 

水
野
慎
治
委
員
）

・
令
和
４
年
10
／
29
・
30　

教
区
訓
練
を
エ
コ
パ
ス

　

タ
ジ
ア
ム
で
開
催
予
定
。

・
令
和
５
年
度
４
月　

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
実
施
予

　

定　

会
場
は
岐
阜
教
区

◆
社
友
会
…
…
…
…
…
…         

（
○担 

担山
口
正
洋
委
員
）

・
道
友
社
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
「
お
や
さ
と
花
だ
よ
り
春
」

　

好
評
発
売
中　

定
価
495
円　

４
月
20
日
ま
で
の
注

　

文
で
送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中　

・
す
き
っ
と
㊳
「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」
６
／
１

　
　

発
売　

４
月
中
旬
ま
で
に
各
組
長
さ
ん
を
通
し

　

て
お
申
し
込
み
頂
く
と
660
円
が
560
円
に
な
り
ま
す

◆
広
報
庶
務
部
…                   

（
○担 

山
口
正
洋
委
員
）

・
ふ
れ
あ
い
折
り
込
み　

５
月
は
７
組
で
す
。

◆
婦
人
会
…
…
…
…
…        

（
○担 

木
船
真
澄
委
員
）

・
３
／
30
に
正
岐
道
分
教
会
を
会
場
に
例
会
を
開
催
。

支
部
だ
よ
り
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◇
表
統
領
挨
拶

西
遠
支
部 

新
役
員

【
支
部
長
】

　
　

杉

本

和

弘

【
地
方
委
員
】

　
　

山

口

正

洋

　
　

長

田

虎

夫

　
　

吉

岡

弘

和

　
　

小

楠

友

一

　
　

鈴

木

通

信

　
　

板

山

眞

一

西
大
濱

正
岐
道

濱

都

和

平

静

濱

中

富

本
濱
松

【
各
組
組
長
】

  

① 

鈴

木

豊

司

  

② 

渡
邊
英
一
郎

  

③ 

長

田

虎

夫

  

④ 

谷

口

和

幸

  

⑤ 

古

山

慶

仁

  

⑥ 

宮

本

善

成

  

⑦ 

太

田

貴

之

【
会　

計
】

　
　

鈴

木

通

信

【
布
教
部
】

　

＊
長

田

虎

夫

 

（
あ
ら
み
ち
会
担
当
）

　
　

山

本

明

久

【
教
務
部
】

　

＊
吉

岡

弘

和

　
　

板

山

眞

一

【
広
報
・
庶
務
】

　

＊
山

口

正

洋

　
　

鈴

木

豊

司

　
　

鈴

木

顕

正

【
支
部
情
報
ね
っ
と
担
当
】

　
　

鈴

木

豊

司

濱

東

濱

松

濱

都

四
日
市
浜

濱

宿

長

上

濵

名

中

富

濱

都

久
努
浜

和

平

本
濱
松

正
岐
道

濱

東

東
濵
名

濱

東

【
ひ
の
き
し
ん
部
】

　

＊
木

船

嘉

弘

　
　

伊

藤

公

一

【
災
救
隊
】

　
　

水

野

慎

治

【
啓
発
委
員
会
】

　
　

森

川

元

尋

【
福
祉
（
献
血
）】

　
　

鈴

木

顕

正

【
道
友
社
社
友
】

　
　

山

口

正

洋

【
時
報
手
配
り
】　

　
　

澤

田

常

和

【
書
籍
担
当
】

　
　

吉

岡

孝

広

【
道
の
教
職
員
】

　
　

田

中

裕

二

【
青
年
会
】　

　

＊
杉

本

真

俊

　
　

山

下

洋

平

【
少
年
会
】

　
　

小
田
木
智
嗣

【
学
生
担
当
】　

　

森

田

直

晃

浜
七
江

遠

州

袖
ケ
浦

都

盛

東
濵
名

正
岐
道

愛
孝
心

和

平

駿
府
浜

西
大
濱

和

壽

龍

都

和
加
道

令
和
４
年
４
月
よ
り 

三
ヶ
年

と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
案
内
の
チ
ラ

シ
を
よ
く
見
て
頂
き
ま
し
て
、
ひ
の

き
し
ん
デ
ー
に
心
を
向
け
て
頂
き
何

卒
家
族
ぐ
る
み
で
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

改
め
ま
し
て
新
た
に
支
部
組
織
が
立

ち
上
が
り
役
職
の
皆
様
と
ま
た
支
部

内
の
よ
う
ぼ
く
皆
様
と
三
年
間
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

【
婦
人
会
】

　
〈
主 

任
〉

　
　

木

船

眞

澄

　
〈
副
主
任
・
会
計
〉

　
　

小
楠
美
智
子

　
〈
母
親
講
座

　
（
ハ
ー
ブ
の
会
）
担
当
〉

　
　

渡

邊

 

愛

    

　
　

杉
本
万
紀
子

　
〈
女
子
青
年
担
当
〉

　
　

小
田
木
美
和

　
　

鈴

木

直

美

　
〈
女
子
青
年
委
員
長
〉

　
　

山

本

里

樹

 

〈
婦
人
会
組
長
〉

   

① 

山  

嵜 

久
美
子

   

② 

渡

邊

 

愛

   

   

③ 

江

川

智

子

   

④ 

坂

口

路

代

   

⑤ 

後

藤

治

恵

   

⑥ 

伊

藤

理

子

   

⑦ 

太
田
み
の
り

浜
七
江

静

濱

濱

松

西
大
濱

龍

都

濱

東

久
努
浜

元

濵

濱

松

遠

陽

浜
松
市

大
藤
一

遠

州

濵

名


